
Hg､oe

払ぢ gq APkSi-i Sこ- 
料 学 ど 文 学 の 杏 い だ 

◆＼ i三̀省細部 

･呼べhi 

I ら-}農 

ヽ 一一一/ "ヽ 

水 

田 

刺 `宏 

22

私は､二度､歌と出会ったというべきなのかもしれない｡一度は､

LJかやす-によ

学生のとき､高安国世や､同人誌､学生短歌会の仲間を通して｡そして､もう一度は､結婚し､就職し､そしてまもな-会社をやめて､無給の研究員として大学へ舞いもどってきたとき｡

第一の出会いについては､これまでに何度か書いたことがある｡

京大短歌会にふらふらとはい-､そこで高安国世に出会い､塔短歌会に入会して､同時に同人誌｢幻想派｣　へも参加した｡個人史としては､それらの出会いはもちろん私にとって大きな意味をもつものではあったが､多少のヴァ-エーションはあれ､それはだれもが同じように経験する歌との出会いであっただろう｡今回は､私の第二の歌との出会いについて書いてみよう｡
かhのゆうこ

河野裕子に出会ったのは､京都の楽友会館の一室であった｡｢幻

想派｣という学生中心の同人誌を創刊するというので､その顔合わせのために､と-あえず歌会をするということにな-､集められたのだった｡大学の二回生　(京都では､二年生とは言わず､回生というふうに呼び慣わしている)　の夏だっただろうか｡

三高時代の古い木造の楽友会館は､その当時､学生がなにかをす

るという場合にはいつも使った場所である｡入-口の踏み石は真ん中が-ぼみ､さすがに年代を感じさせていた｡みんなより少し早-つ-と､そこに河野　(という名はあとで知ったのだが)　が､ひとりで座っていた｡彼女が京都女子大の学生で､コスモス短歌会に所属

すだこ-i:.

していることを知ったのは､須田剋太画伯による　｢塔｣　の表紙､ど-だみの絵にとても興味を示し､話しはじめたからだろうか｡

その夜顔合わせを兼ねた歌会があ-､河野の出した歌は､

揺すらむとして不意にまがなし少年

(-ぴ)

めき君はあまりに細さ頸している　河野裕子

というものであったが､その夜集まった学生達には､｢まがなし｣がわからない｡はじめて会ったというのに､｢なんで､こんなんわからへんの｣と平気で言ってのけた､その生意気さが当夜の印象のすべて｡

折しも七〇年大学闘争の時代であった｡私も当然のように一年留



年をしたが､ほとんど歌に浸か-つき-の生活で､専門の物理の勉強をした記憶がない｡それにしても､あれだけ好きだった物理にまった-ついていけな-なっていたのには､われながら驚いたものだ｡歌のほうでは､私は一応学生時代にデビューしたということになってお-､総合誌からの依頼に有頂天にな-ながら､同人誌､そして結社誌と､熱心に読み､またよ-書いた｡なによ-､同年齢の歌人たちとのつきあいが楽し- ､週に一度は夜明かしをするといった具合であった｡

大学院の試験に落ち､五回生の冬になって､突然就職を思い立っ

たのは､すでに四年もつきあっていた河野との結婚が大きかっだかもしれない｡お前には企業は無理だから､という､物理教室の先生のことばを無視して､ほとんど落ち延びるような気特で､東京へ就職したのだった｡就職一年日に河野と結婚｡

東京での生活は､私には楽しかった｡青春晩期というべき時期で

さいぐさ費かゆきあきら

め-､三枝昂之､福島泰樹､清水和ら同時代の歌人､詩人たちと､なんど新宿で飲んだことだろう｡特に三枝昂之からは､理論構築という面で大きな影響を受けた｡
一度は落ちこぼれて'学問とい-ものにすっか-見切-をつけた

はず

筈なのに､企業の研究所で､自分で仕事をはじめてみると'なんだ研究というのは､こんなに面白いものだったのか､というわけである｡なぜ､それに気がつかなかったのか｡言うまでもないが､自分でやるということと､教えられたことを理解することとの違いであろう｡自分のやろうとしていることは'世界でまだ誰も知らないことなのだというス--ングな､そして秘密めいた昂場感は､経験したものでないとわか-づらいかもしれない｡もう一度自由に研究を

やってみたいという未練が､またぞろ､顔をもたげはじめる｡

二十九歳の秋､企業を辞して､京都に舞い戻ってきた｡すでに二

人の子持ちである｡友人のあるものはその(勇気)　に感心し､あるものは危惧をあからさまにし､また単純にうらやむものもいた｡当方は､無給になるということに､それほど悲愴感はなかった｡三十歳を越えたら､もう動けないだろうというかすかな思いはあった｡河野が､東京圏では生きていけないということがかな-大き-作用していたことも確かである｡

京都に帰って､たちまち三本立ての生活がはじまった｡生活のた

めには､なんらかの形で金をかせがねばならない｡幸い塾の講師の口がみつか-､物理を教えることになった｡せっか-研究がや-た-て給料を棒にふっできたのだから､研究は当然第一に考えなけれ

ラポ

ばならない｡この頃､夜の十二時以前に研究室をでることは､ほとんどなかった｡

それに､歌｡足掛け六年東京にいたおかげで､作品と､そして評

論を求められる機会が随分増えた｡ちょうど三枝吊之とふた-で'作品の個別性をいったんはなれて､どこまで短歌評論を論として自律したものにできるか､またできるだけ単純な原理から､その射程をどこまでひろげるこ-ができるかという､試みをしていた頃である｡

どれも手を抜-わけにはいかなかった｡頼まれた原稿を断ったこ

わらじ

とはなかった｡二足の草鞋ならぬ､三足の草鞋であったが､振り返ってみると､五〇枚といった長い評論は､ほとんどこの時期に書いていたような気がする｡

このころのあが家は､河野との戦争のようなものであった｡河野

23　　　　魅せられて～私の"歌〝道標



は子育て真っ最中｡お互いに時間が絶対的に不足している｡金はもちろんなかったが､なによ-時間がもっとも欲しい｡私の歌に割ける時間は､真夜中にかぎられてお-､それにはだいたい河野もつきあって何かを書いている｡河野にも､この頃から､多-の依頼が釆

おむろにんなじ

はじめていた｡御室仁和寺のそばの､三軒長屋｡仕事のできる部屋

こだつ

は一部屋しかない｡炬燵の向こうとこちらから足をつっこんで､スタンドの灯を奪い合うようにして､書-のである｡

夜中になると､二階で子供が泣-｡どちらが面倒を見るがで､い

ささい

がみ合った｡些細なことであったが､お互いに譲れないというはりつめた空気が､互いを過敏にしていたのかもしれない｡

睡り足りることなき日々の窓越しに泰山木の花錘びやすし　　　　　『無限軌道』憎しみは妻に発して子におよぶ子なれば妻なればその実なれば

『やぐるま』

企業にいるあいだは､就業時間という規制があったが'規制はま

た､それ以外の時間の自由を保障するというメカニズムでもあった｡しかし､こんどはそんなわけにはいかない｡研究という職業は､どこまでやったらそれで終-というノルマがないところが､しんどいのである｡まして､将来定職につける保障があるわけではまった-ない｡三年ほど頑張ってみて､成果がでなければ､また転職するか､外国へでも流れてい-ほかはないだろう｡本人は､将来に関しては､

まことに楽天的ではあったが､一般的に見れば背水の陣-いうとこ　雛ろだろう｡

歌さえやめてしまえば､どれだけ楽になるか'そして研究にもっ

と集中できるだろうと､しょっちゅう考えていた｡しかし'ここで歌から撤退するわけにはいかない､と､ちょっと思いつめたような気分があって､結果的にはそれが､あのような生活のなかで､なお歌への興味を持続させて-れたばか-でなく研究への意欲をかきたでたところのものであったのかもしれない｡

あの頃､河野が横で歌を作っていなければ､そうは言っても歌は

私のもとから去っていっていたのかもしれない｡当時'河野は現代歌人協会賞､現代女流短歌賞など､つぎつぎと賞をいただ-ことになり､私のほうは､それで焦らなかったと言えば､もちろん嘘になるだろう｡しかし､それをも含めて､どこかで歌壇を動かしていけるという､大それた思いさえ､単なる気負い以上の実感として私たちにはあったような気がする｡

そんな頃であっただろうか'岡井隆さんが京都に来られたとき'

はじめ

一緒に東山の法念院を散歩したことがあった｡法然院には河上肇､
谷崎潤一郎､川田順をはじめ､多-の文人の墓があ-､ふたりでそれらを見てまわったあと､出口の階段を降-ながら､思い切って質問をした｡科学と文学の問題であった｡

岡井さんが､医者としての生活と､歌人としての生活を両立させ

て来られたことは周知の事実だが､それがそんなに単純なものでないことは､歌集『土地よ､痛みを負え』のあとがさに詳し-述べられている｡研究者としての生活と､歌人としての生活の両立に苦しんでいた私は､どのように折-合いをつけていけばいいのか､岡井
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さんのなまの声を聞いてみたかった｡

階段を降-ながら､岡井さんの答えは､むしろ意外

であった｡｢一番おもしろいと思うものをやることですよ｡研究がおもしろかったら､あなたは研究をやったほうがいい｡歌は､また帰ってこられるから｣｡意表をつかれた気がし､またショックでもあった｡確かに言われることは正しい｡いま一番おもしろいと思うものに賭ける､それ以外にはないのだ｡しかし､にわかに　｢そうですが｣とは､もちろん言えなかった｡

しかし､岡井さんのことばは､歌と研究という､ど

こか思いつめていたような二元論的思考に'軽い風穴をあけて-れたようでもあった｡あれがだめなら､これもだめ､といったかた苦しい規定などな-てもいいのかもしれない｡そのことばをもってふっきれた､といかないところが凡人の悲しさであろうが､いまになって思えば､岡井さんのことばは､どちらかをやめる

･よな_し_〟

とかやめないとか'批決して考えな-てもいいじゃないか､という方向へ私を連れていって-れたよ-にも思える｡｢やめたほうがいいですよ｣ということばは､結果的には私を短歌へつなぎとめてお-反作用になったのだとも言えるだろうか｡二足の草鞋でいいのだと､はっきり自分で思い切れなのは､それからなお数年後､アメリカでの生活を経て､帰ってきたあとのことであったにしても｡
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